
共通テーマでつながり、
連携体制を構築

共通課題に関する
知見交換の実施

プラットフォームを通じ
て全国へ成果を発信

分科会で生まれたアイデア
や成果を実践につなげる

1 官民連携による
コミュニティ形成

2 参加団体同士
の知見共有

3 活動成果の
発信

4 社会実装・
事業化への展開

スマートシティ官民連携プラットフォーム

令和9年度

分科会運営団体募集
会員主体による情報共有・課題検討の場づくりを担う運営団体を募集します

プラットフォーム会員が主体となり、共通課題や関心テーマについて議論・連携する活動グループ（分
科会）の運営団体を募集します。プラットフォーム会員・オブザーバーであれば地方公共団体、民間
企業、大学・研究機関等どなたでも応募可能です。分科会運営団体には、イベント等における各団体
の先進的な都市サービス・技術の紹介機会や、事務局との意見交換の機会をご提供いたします。

分科会とは？

分科会活動例

プラットフォーム会員が主体となり、スマートシティに関する
様々なテーマで議論・連携し、情報交換、課題整理、実証
検討、連携プロジェクト創出等に取り組む活動グループです。

情報交換 課題整理 実証検討 連携
プロジェクト創出

問合せ先
スマートシティ官民連携プラットフォーム事務局（運営受託者 合同会社デロイト トーマツ）
Mail：mlit.smartcity@tohmatsu.co.jp

スケジュール例

時期 内容

今年度

テーマ提案（提案書提出）

事務教による内容確認・採択

分科会設立

参加団体募集（事務局より周知支
援）

2027年4月 分科会活動開始

2027年9月 事務局への中間報告・意見交換

2027年11月 イベントでの取組紹介

2028年2月 事務局への活動報告

2028年3月 活動報告書の提出

分野別

行政サービス
都市データやAI等を活用した行
政サービス高度化手法の検討

防災・
レジリエンス

防災DX等を活用した防災・減災
施策の検討

推進課題別

財政確保・
事業持続性

持続的な運営に向けた財政確保
や事業モデルの構築を検討

推進体制構築
庁内外の連携体制や官民連携
の推進手法を検討

エリア別

中国・四国
ブロック

先進事例の横展開や広域連携
による共通課題の解決を推進

分科会設立のメリット

活動・成果の
発信

事務局との
意見交換

自社技術・先進
サービス発信

HPやメールマガジン、スマートシ
ティ関連イベントで活動内容や
成果を全国に発信できます

スマートシティ関連のイベント等
で自社の先進的な都市サービス
や技術を紹介・発信できます

分科会活動に関する相談や、ス
マートシティに関する課題や取組
について幅広く意見交換できます

※スケジュールは前後する可能性がございます
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